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 日本原子力研究開発機構原子力科学研究所のウラン濃縮研究棟は、昭和 47年に建設され、

ウラン濃縮技術開発に関する研究等に用いられてきた。本施設では、平成元年度に発煙事象、

平成 9 年度に火災事故が発生している。 
 本施設は、平成 10 年度にウラン濃縮に関する研究は終了し、平成 24 年度に核燃料物質

の搬出等を行い廃止措置に着手した。令和元年度、フード等の設備及び火災等による汚染が

残存している管理区域の壁、天井等の解体撤去を行い、管理区域内に汚染が残存していない

ことを確認して管理区域を解除し、廃止措置を完了した。解体撤去作業において発生した放

射性廃棄物は、可燃性廃棄物が約 1.7t、不燃性廃棄物が約 69.5t である。今後は一般施設と

して、コールド実験等に利用される。 
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 The Uranium Enrichment Laboratory in the Japan Atomic Energy Agency (JAEA) was 
constructed in 1972 for the purpose of uranium enrichment research. The smoke 
emitting accident on 1989 and the fire accident on 1997 had been happened in this facility. 
The research on uranium enrichment was completed in JFY1998. The decommissioning 
work was started including the transfer of the nuclear fuel material to the other facility 
in JFY2012. The decommissioning work was completed in JFY2019 which are consisting 
of removing the hood, dismantlement of wall and ceiling with contamination caused by 
fire accident. The releasing the controlled area was performed after the confirmation of 
any contamination is not remained in the target area. The radioactive waste was 
generated while decommissioning, burnable and non-flammable are 1.7t and 69.5t 
respectively. The Laboratory will be used as a general facility for cold experiments. 
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1．はじめに 
 
 日本原子力研究開発機構原子力科学研究所のウラン濃縮研究棟は、ガス拡散法によるウ

ラン濃縮の研究を目的として建設され、昭和 48 年 5 月 7 日に核燃料物質使用施設（政令第

41 条非該当施設）の許可を受けた施設である。以降、レーザー法によるウラン濃縮の研究

開発に関する研究等に用いられてきた。 
本施設における研究開発の終了に伴い、平成 18年度に使用の目的を「核燃料物質の保管、

移動に必要な分取分別及び廃棄に向けた処置」に変更する核燃料物質使用変更許可申請を

行い（平成 19 年 3 月 22 日許可）、核燃料物質の搬出準備、使用を終了した設備の撤去を進

め、平成 24 年度に本施設において保有していた全ての核燃料物質を同研究所のホットラボ

へ搬出した。 
以降、少量核燃料物質等保安規則（以下「保安規則」という。）に基づき施設の維持管理

を継続してきたが、平成 30 年度より施設中長期計画に基づき令和元年度に管理区域を解除

するための準備業務を開始した。 
 本報告書は、ウラン濃縮研究棟の廃止措置として令和元年度に実施した解体撤去作業、管

理区域解除等についてまとめたものである。 
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2．施設の概要 
 
 ウラン濃縮研究棟は、原子力科学研究所の東部に位置する鉄筋コンクリート構造 2 階建

ての建家である。床面積は 1 階が約 1,242m2、2 階が約 399m2 となっており、建家の一部

（大実験室約 420m2）は吹き抜け構造となっている。大実験室内には建家と独立して設置

された部屋（113 号室から 118 号室、217 号室）があり、このうち 115 号室から 118 号室

（約 182m2）が管理区域であった。管理区域は、当初、大実験室、112 号室及び 111 号室東

側の一部であったが、使用状況に応じて変更し、平成 9 年度に本範囲になっている。図 2.1、
2.2、2.3、2.4 にウラン濃縮研究棟の外観写真及び平面図を示す。本施設は、平成元年に発

煙事象及び平成 9 年に金属容器中に保管されていたウラン屑の爆発的燃焼とそれに伴う周

辺カートンボックスの延焼による火災事故 1）を経験している。よって管理区域内設備解体

及び管理区域解除に際しては、当時の記録等を参考に慎重な計画を立案する必要があった。 
 平成 30 年度時点における管理区域の主な設備は、使用施設のフード 1 台（図 2.5 参照）、

貯蔵施設の保管庫 4 基（図 2.6 参照）、固体廃棄施設の廃棄物保管容器 1 基である。一般区

域の排風機室（121 号室）（約 20m2）、廃液貯槽建家（約 20m2）には、それぞれ気体廃棄施

設の排風機、排気フィルタ（2 系統）、液体廃棄施設の廃液貯槽 4 基（図 2.7 参照）が設置

されていた。気体廃棄物は排気フィルタで浄化後、排気ダクトを通じ排気筒から放出され、

手洗い排水等の液体廃棄物は地下ピット内の排水配管を通じ廃液貯槽に貯留された。図 2.8
に気体廃棄施設の系統図、図 2.9 に排気ダクト平面図、図 2.10 に排水配管平面図を示す。 
 
 

3．廃止措置計画 
 
 ウラン濃縮研究棟は第 1 期中期計画において、平成 24 年度より解体に着手し平成 26 年

度終了を目指し所要の取組みを進める計画となった。 
 本計画による廃止措置に向け、平成 22 年度及び 23 年度に、本施設内に貯蔵されていた

核燃料物質の内容物の形状や性状等の確認及び一部核燃料物質の安定化処理等の準備作業

を実施し、平成 24 年度に全ての核燃料物質をホットラボへ搬出した。また、同年度に大型

廃棄物の放射性廃棄物処理場への搬出を行い、廃止措置に着手した。 
 平成 25 年度には、解体撤去を安全に遂行するための計画立案に資するため、管理区域内

の汚染状況調査を実施した。以降、施設の維持管理を行いつつ、解体手順の検討及び廃止に

係る使用許可変更の申請準備を行っていたが、その後策定された施設中長期計画において、

ウラン濃縮研究棟の廃止措置は令和元年度に設備の解体撤去、除染を行い、管理区域を解除

する計画となった。本計画においては、建家の解体は行わず、管理区域を解除した後は一般

施設として有効利用することとしている。なお、屋外に設置された廃液貯槽建家、建家の一

部である排気筒については解体せず、建屋解体時に一括で解体する計画とした。 
残存する設備を解体撤去し、管理区域を解除するための作業（以下「廃止措置作業」とい
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う。）に着手するため、平成 30 年度は核燃料物質使用変更許可申請、廃止措置作業に関する

役務契約手続き等準備業務を実施する期間とした。なお、施設の維持管理については、管理

区域が解除されるまでの期間、保安規則に従い実施することとした。施設中長期計画におけ

るウラン濃縮研究棟の廃止措置計画を表 3.1 に示す。 
 
 

4．汚染状況の確認 
 
ウラン濃縮研究棟においては、平成元年 5 月 30 日に 118 号室で発生した発煙事象、平成

9 年 11 月 20 日に 117 号室で発生した火災事象により管理区域内がウランにより汚染した

履歴がある。火災事象の際に生じた 117 号室の西側扉付近床面の汚染 （α：最大 0.78Bq/cm2、

β（γ）：最大 34Bq/cm2）については、塗り込め処理が行われていた。事故収束措置として、

管理区域としての基準を満たすレベルまで除染が行われているが、一部固着性の汚染が残

存していたため、116 号室から 118 号室の床面はビニールシートによる養生を行い管理し

ていた。 
平成 26 年 2 月、廃止措置作業の事前調査のため、116 号室から 118 号室について汚染調

査作業を実施した。調査は、各部屋の床、壁、天井の表面及び設置設備の外表面を対象とし、

以下の手順で実施した。 
・測定区画の設定 
・測定区画毎に GM 管式表面汚染検査計によるβ（γ）線の直接測定 
・測定値が高い箇所（特に高い値がない場合は区画中心部）のスミヤ試料を採取（床面養

生は剥がして採取）し GM 管式表面汚染検査計でβ（γ）線の間接測定 
・直接測定で 1kcpm 以上の箇所のスミヤ試料は ZnS(Ag)シンチレーション式表面汚染検

査計でα線の間接測定 
調査の結果、117 号室では、直接測定において床面の複数箇所及び床面と壁面の境目に汚

染を確認した（β（γ）：最大 83 Bq/cm2）。また、室内のチェーンブロック、ケーブルラッ

ク等の一部設備からわずかに汚染（β（γ）：最大 1.7Bq/cm2）が確認された。118 号室で

は、直接測定において床面及び壁面の低い位置に汚染を確認した（β（γ）：最大 50Bq/cm2）。

これらの汚染箇所の一部からは、間接測定においてわずかな汚染を確認した（α：最大

0.17Bq/cm2、β（γ）：最大 0.36Bq/cm2）。なお、116 号室においては、全ポイントについ

て測定下限値以外であった。事前汚染調査の記録を付録 1 に示す。 
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5．解体撤去の検討 
 

 ウラン濃縮研究棟は、大実験室と呼ばれるエリア内に管理区域である部屋、115 号室から

118 号室（以下「管理区域区画」という。）と一般区域である部屋、113 号室、114 及び 217
号室が併設された構造であった（図 2.2、図 2.3 参照）。これらの部屋は、鉄骨構造であり、

このうち 117 号室は当初恒温フードとして設置された設備を利用していた。壁、天井は、管

理区域側と一般区域側の両面に鉄板又はボード材を貼り付け、その間に断熱材（グラスウー

ル）を挟んだ構造となっていた。 
 管理区域区画の除染は、当初、床材及び管理区域側の壁、天井材を剥離、撤去することに

より行い、各部屋の構造は残したまま管理区域を解除することを検討していた。しかし、汚

染状況の確認の結果、床面と壁面の境目等に汚染が確認されており、また、鉄骨に壁材等を

取り付けた構造であり、多くのつなぎ目を持つ本区画について、各部屋の構造を維持したま

ま汚染の除去、汚染検査を行うことは困難と判断し、管理区域区画全てを一括で解体撤去す

ることにした。 
 管理区域区画を解体撤去するため、管理区域区画周囲に汚染拡大防止処置を行う必要が

あった。管理区域区画が設置された大実験室全域を放射線安全取扱手引に従い一時的な管

理区域に指定することも検討したが、より範囲を限定した一時的な管理区域を設定するた

め、管理区域区画周囲の一般区域の部屋（113 号室、114 号室及び 217 号室）の撤去又は構

造を分離した上で、管理区域区画を覆うグリーンハウスを設置して解体撤去作業を実施す

ることにした。 
 
 

6．解体撤去作業 
 
6.1 解体撤去の範囲 
ウラン濃縮研究棟の廃止措置作業においては、管理区域及び一般区域に設置された核燃

料物質使用施設の設備（フード 1 台（図 2.5 参照）、保管庫 4 基（図 2.6 参照）、廃棄物保管

容器 1 基、廃液貯槽 4 基（図 2.7 参照）及び排水配管（図 2.10 参照）、排気フィルタユニッ

ト（2 系統）及び排気ダクト（図 2.9 参照）、放射線管理設備）及び大実験室内に建家と独

立して設置された管理区域区画（115 号室から 118 号室、合計約 182m2）の解体撤去を行

った。 
また、管理区域区画と同様に大実験室内に設置された一般区域の部屋（113 号室、114 号

室及び 217 号室、合計約 196m2）についても、管理区域区画の撤去に伴い構造を維持でき

なくなるため解体撤去を行った。なお、114 号室については、当初、隣接する管理区域区画

（117 号室及び 118 号室）と分離可能な構造であると判断し、解体範囲から除外していた。

しかし、作業開始後に分離できないことが判明したため、計画を変更し撤去範囲に追加した。 
本施設では、一般区域に気体廃棄施設、液体廃棄施設の設備が設置されていた。一般区域

JAEA-Technology 2020-011

- 4 -



JAEA-Technology 2020-011 

- 5 - 

での解体撤去にあたっては、放射線安全取扱手引に従い作業場所を一時的な管理区域に指

定して解体撤去を実施した。一時的な管理区域は、排水配管の撤去において切断作業場所の

み指定するなど、作業に必要な範囲に限定して指定した。 
本作業の実績工程概略を表 6.1 に示す。  

 
6.2 解体撤去の方法 
 核燃料物質使用施設の設備及び管理区域区画（以下「設備等」という。）については、事

前調査の結果及び使用履歴から想定される汚染レベルに応じて、グリーンハウスを設置す

る等、必要な汚染拡大防止措置を講じて解体撤去を実施した。また、一般区域の部屋につい

ては、安全に配慮した上で、核燃料物質使用施設の設備等に影響を及ぼさないよう注意し、

解体撤去を実施した。なお、これらの解体撤去は、原則として火気を使用せずに実施し、火

気使用は廃液貯槽建家に埋設された廃液貯槽の解体にとどめた。 
 
6.2.1 管理区域内設置設備の解体撤去 

116 号室に設置されていた使用施設のフードは、核燃料物質の搬出準備に使用していた

履歴があることから、フード全体を覆うグリーンハウスを設置して解体撤去を実施した。

フードは排気ダクトとの分離、粗解体を行った後、更に別に設置したグリーンハウス内に

おいて解体物の細断を行った。なお、この細断用のグリーンハウスでは、他設備の汚染し

た解体物の細断も実施している。 
貯蔵施設の保管庫は、鋼製角型（保管庫 1、2）又はドラム缶型（保管庫 3、4）の容器

で 117 号室に設置されていた。116 号室に設置されていた固体廃棄施設の廃棄物保管容

器は、鋼製のキャビネットで封入したカートンボックスの収納に使用していた。これらの

設備は、事前調査の結果、汚染が確認されなかったため、室内の養生上において解体を行

った。なお、保管庫 1、2 については、解体は行わず、ビニールシートで二重梱包して放

射性廃棄物処理場へ引き渡した。 
これらの解体には、バンドソー、セーバーソー、ニブラ等の電動工具を使用した。解体

時の様子を付録 3 記録写真の写真 1 に示す。 
 
6.2.2 管理区域区画の解体撤去 

管理区域区画である 115 号室から 118 号室の解体撤去は、事前調査の結果及び火災等

による汚染履歴を考慮し、周囲の一般区域の部屋を解体撤去した後、管理区域区画全体を

覆うグリーンハウス（以下「管理区域区画解体用グリーンハウス」という。）を設置する

とともに、各作業場所の養生を行う等、汚染拡大防止措置を講じて実施した。なお、計画

変更により撤去範囲に追加した 114 号室は、グリーンハウスの設置範囲に含め管理区域

区画とともに解体撤去を行った。管理区域区画解体用グリーンハウスの変更を図 6.1 に示す。 
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（1）管理区域区画解体用グリーンハウスの設置 
管理区域区画解体用グリーンハウスは、組立式足場、単管パイプ及びワイヤーで制作し

構成する骨組みに、塩ビシートで制作したグリーンハウスを吊り下げ設置した。本グリー

ンハウスは 3 区画を連結した形状となっており、それぞれの区画の大きさは、115 号室及

び 116 号室を覆う区画が L：約 11m×W：約 10m×H：約 7m、117 号室及び 118 号室を

覆う区画が L：約 7m×W：約 16m×H：約 7m、114 号室を覆う区画が L：約 6m×W：

約 20m×H：約 7m である。本グリーンハウスの排気は、気体廃棄施設の運転中は当該施

設により行った。気体廃棄施設の機能停止後は、高性能フィルタ付き局所排気装置を設置

し、その排気は排気筒より放出した。本グリーンハウスの外観を付録 3 記録写真の写真 2
に示す。 

 
（2）管理区域区画の解体撤去 
  管理区域区画の解体撤去は、管理区域に面した床面、壁面及び天井面から実施した。 
  管理区域の床面は、床材（ビニル床シート）全面の剥離を行い、コンクリート面の汚染

箇所についてはつりを実施した。床材の剥離は、約 1m2 毎に区画、養生及び汚染箇所の

粘着シートによる固定を行い、電動の立ち作業用スクレーパーを用いて実施した。 
コンクリート面のはつりは、作業場所毎に部分的なグリーンハウスを設置して、集塵機

能付きのコンクリートカンナを用いて行い、粉塵の飛散による汚染拡大防止を図った。 
  管理区域に面した壁面及び天井面は、鉄板、ボード材の撤去又はコンクリート面のはつ

りを実施した。鉄板、ボード材の解体撤去は、作業場所全体を養生で囲い、セーバーソー、

ニブラ等の電動工具等で切断し、壁内の保温材とともに撤去した。事前調査の結果、汚染

が確認されなかったコンクリート面のはつりは、周囲を養生し、集塵機能付きのコンクリ

ートカンナを使用して実施した。 
床材の剥離及び床面はつり作業の様子を付録 3 記録写真の写真 3 に示す。 

  一般区域側の壁面及び天井面並びに梁、支柱は、管理区域に面した床面等の解体撤去後

に汚染検査を行い、一部確認された汚染箇所を粘着シート等で固定してから解体撤去を

実施した。解体撤去は、高所についてはローリングタワーを設置し、セーバーソー、ニブ

ラ等の電動工具等を用いて壁面及び天井面の鉄板を切断して撤去した後、梁、支柱をセー

バーソーによる切断又はボルトを外して解体撤去した。本作業における高所での重量物

の取扱いは、ローリングタワーに旋回機能付きのアームを介してチェーンブロックを取

り付けて実施した。解体作業の様子を付録 3 記録写真の写真 4 に示す。 
 
6.2.3 液体廃棄施設の設備の解体撤去 
（1）排水配管の解体撤去 

本施設における廃液は主に手洗い排水であり、排水配管内の汚染は低レベルであると

想定された。地下ピットに設置されていた排水配管の切断は、切断箇所と切断工具をビニ

ールシートで覆い、密閉した中で切断する方法をとった。切断は電動パイプソー又は手動
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のパイプカッターを用いて行い、切断した配管は切断面をテープ等で塞いで運搬した。ま

た、床面に埋設されていた箇所は、電動ブレーカーにより周囲のコンクリートを掘削して

撤去した。排水配管撤去時の様子を付録 3 記録写真の写真 5 に示す。 
地下ピットから廃液貯槽建家までの排水配管（約 14m）は、屋外に埋設された U 字溝

の中に設置されていた。本配管は、地下ピット側を切断後、廃液貯槽建家に引込みながら

切断した。一般区域の U 字溝内を引き込むため、地下ピット側の切断面は前述の処置に

加えウレタン樹脂の充填を実施した。本作業の手順は以下のとおりである。 
  ・地下ピット側の配管切断 
  ・地下ピット側配管切断面の密封（ウレタン樹脂充填、養生） 
  ・廃液貯槽建家側の配管切断 

・廃液貯槽建家内に配管引込（約 1m） 
・引き込んだ配管の切断、養生 
・以降、引込、切断の繰り返し 
廃液貯槽建家内での作業にあたっては、建家内を養生して高性能フィルタ付き局所排

気装置を設置し、その排気は排気筒より放出した。 
 
（2）廃液貯槽の解体撤去 

廃液貯槽は、4mm 厚のステンレス製であり、鉄筋コンクリート造りの廃液貯槽建家に

埋設されていた。事前調査及び使用履歴から汚染は低レベルであると想定された。廃液貯

槽の解体撤去は、天面のコンクリートスラブをエアー式コンクリートブレーカーを用い

て撤去した後、貯槽内よりエアープラズマ溶断機を用いてステンレス板を切断して撤去

した。貯槽内での溶断作業時は、ヒュームコレクタの運転、防炎シート及びブリキ板によ

る養生を行い、作業者はエアラインマスクを着用した。 
屋外に設置されていた廃液貯槽の排気管は、使用履歴よりほぼ汚染はないと想定され

た。排気管は、作業場所を養生で囲ってセーバーソー等の電動工具で切断し、切断した配

管は切断面をテープ等で塞いで運搬した。廃液貯槽等解体時の様子を付録 3 記録写真の

写真 6 に示す。 
 
6.2.4 気体廃棄施設の設備の解体撤去 
（1）排気フィルタの解体撤去 
  排風機室（121 号室）に設置された排気フィルタは、解体せずに撤去するため、搬出に

必要となる突出部分の切断、排気ダクトとの分離し、内部の HEPA フィルタ等の取り外

しを行い、開口部をブリキ板で塞いだ後、ビニールシートで二重梱包して、放射性廃棄物

処理場へ引き渡した。排風機室（121 号室）内での作業にあたっては、室内を養生して高

性能フィルタ付き局所排気装置を設置し、その排気は排気筒より放出した。排気フィルタ

解体時の様子を付録 3 記録写真の写真 7 に示す。 
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（2）排気ダクトの解体撤去 
  排気ダクトは、排気フィルタ一次側ダクトの内部が火災等の影響により汚染している

ことが想定された。排気ダクトは、一次側ダクトについては作業場所を養生で囲い、二次

側ダクトについては室内の養生上において、フランジの分離又はセーバーソーで切断し

て撤去し、高所作業ではローリングタワーを設置した。排気ダクト解体時の様子を付録 3
記録写真の写真 7 に示す。 

 
6.2.5 放射線管理設備の解体撤去 
 放射線管理設備のサンプリング配管のうち、火災事故後に隔離して残置されていた配管

があったが、事前調査よりほぼ汚染はないと想定された。本サンプリング配管は、切断箇所

を覆う養生を設置し、電気ドリルで穴を開けてウレタン樹脂を充填し、ウレタン樹脂で密封

した箇所をセーバーソー等の電動工具で切断して撤去した。切断した配管は切断面をテー

プ等で塞いで運搬した。 
この他、一般区域に設置されていた汚染のおそれのない放射線管理設備は一般設備とし

て解体撤去し、他施設で継続使用するハンドフットクロスモニタ等の設備は、解体せずに本

施設より撤去した。 
 

 
7．管理区域の解除 

 
管理区域の解除にあたり、放射線安全取扱手引に従い管理区域内に汚染が残存していな

いことを確認するため汚染検査を実施した。ウラン濃縮研究棟の廃止措置作業においては

管理区域区画も解体撤去を行ったため、汚染検査は解体撤去後に残存している床面及び一

部壁面（115 号室及び 116 号室のコンクリート壁面）を対象として実施した。 
汚染検査は、測定対象である床面及び壁面を約 1m2 毎に区画して付番した後、全区画に

ついて表面密度を測定した。表面密度は、GM 管式表面汚染検査計、ZnS(Ag)シンチレーシ

ョン式表面汚染検査計を使用し、α線、β（γ）線について直接測定法及び間接測定法によ

り測定した。また、同区画について 1cm 線量当量率の測定を GM 管式線量当量率計により

実施した。汚染検査の様子を付録 3 記録写真の写真 8 に示す。 
管理区域を解除する判断基準は、表面密度については、法令で定める管理区域の設定に係

る表面密度の 10 分の 1（α：0.04Bq/cm2、β（γ）：0.4Bq/cm2）以下を担保し、かつ、自

然計数率の標準偏差の 2 倍（2σ）から算出した検出下限表面密度未満であることとした。

また、1cm 線量当量率については、バックグラウンドレベルであることを判定基準とした。 
測定の結果、すべての区画において表面密度はα：＜0.04Bq/cm2、β（γ）：＜0.4Bq/cm2

であり、かつ、検出下限表面密度未満であった。また、1cm 線量当量率はすべてバックグラ

ウンドレベル（0.2μSv/h）であった。 
 管理区域内に汚染が残存していないことを確認後、保安規則の改正を行いウラン濃縮研
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究棟に係る記載をすべて削除し（令和 2 年 3 月 25 日施行）、管理区域を解除した。管理区

域解除時の汚染検査記録を付録 2 に示す。 
 
 

8．作業工程及び人工数 
 
 ウラン濃縮研究棟の廃止措置作業は、平成 31 年 4 月 12 日に着手し、令和 2 年 3 月 27 日

に完了した。本廃止措置作業に要した作業日数は 226 日、人工数は 3,087 人日である。 
本作業について、各期間の主な作業内容から、作業準備、一般施設の解体撤去、核燃料物

質使用施設の解体撤去、管理区域解除のための汚染検査、後片付けの 5 段階に区分した場

合、それぞれの作業日数及び人工数は以下のとおりである。 
 
・作業準備 4 月 12 日から 4 月 26 日 11 日 137 人日 
・一般施設の解体撤去 5 月 7 日から 6 月 28 日 39 日 499 人日 
・核燃料物質使用施設の解体撤去 7 月 1 日から 2 月 28 日 157 日 2,189 人日 
・管理区域解除のための汚染検査 3 月 2 日から 3 月 6 日 5 日 76 人日 
・後片付け 3 月 9 日から 3 月 27 日 14 日 186 人日 

 
 

9．放射線管理 
 
ウラン濃縮研究棟の廃止措置作業においては、作業場所の線量当量率、汚染状況を把握し、

作業場所の汚染レベルや解体撤去時の粉塵等の飛散性に応じてグリーンハウスの設置等に

よる汚染拡大防止措置を講じ、設備等の解体撤去を実施した。また、作業内容に応じて全面

マスク等の呼吸用保護具や、タイベックスーツ等の保護具を着用して内部被ばく及び汚染

を防護した。 
作業時には、基本線量計（OSL バッジ）及び補助線量計（ポケット線量計）を着用し、

作業者の外部被ばくを管理した。なお、作業場所の線量当量率は全域バックグラウンドレベ

ル（0.2μSv/h）であり、本作業において作業員の外部被ばくは検出されなかった。 
 
 

10．安全管理 
 

 解体撤去作業においては、作業責任者、作業担当者等を適切に配置した作業管理体制を構

築し、リスクアセスメント、KY・TBM の実施、適切な保護具の着用等により安全管理を徹

底した。作業にあたっては、火災発生防止のため、火気をできるだけ使用せず、火花の出に

くい電動工具を用いて解体撤去を行った。また、作業場所は冷暖房設備が無かったため、夏

JAEA-Technology 2020-011

- 9 -



JAEA-Technology 2020-011 

- 10 - 

場の作業では熱中症対策としてグリーンハウス内作業の時間管理、管理区域入口付近への

給水エリアの設置、スポットクーラーによる休憩スポットの設置等を実施した。 
 
 

11．廃棄物管理 
 
 作業で発生した放射性廃棄物の管理は、保安規則等に従い実施した。放射性廃棄物は、性

状、材質等により区分して所定の廃棄物容器（200L ドラム缶、1m3容器）に封入し、施設

内の廃棄物保管場所に一時保管後、放射性廃棄物処理場へ引き渡した。廃棄物容器への収納

にあたっては、保温材の圧縮や、解体物の細断を行い、効率的に収納して発生量の低減を図

った。 
ウラン濃縮研究棟の廃止措置作業に伴い発生した放射性廃棄物のうち可燃性廃棄物は

200L ドラム缶 59 本、重量は約 1.7t である。なお、200L ドラム缶に収納した梱包物（カー

トンボックス相当）は 550 個である。また、不燃性廃棄物は、200L ドラム缶が 149 本で重

量は約 16.1t、1m3 容器が 50 基で重量は約 53.4t である。主な不燃性廃棄物は、普通鋼約

46.4t、コンクリート約 7.2t、石膏ボード約 6.6t、ステンレス約 4.7t である。 
 なお、一部の大型設備及びフィルタについては、廃棄物容器に収納せずビニールシートで

二重に梱包して放射性廃棄物処理場へ引き渡した。 
 廃止措置作業に伴う放射性廃棄物の発生量を表 11.1 に示す。 
 また、一般区域の解体撤去により生じた廃棄物は、金属類と非金属類に分類し、金属類は

有価物として処分し、非金属類は産業廃棄物として処分した。本作業で発生した一般廃棄物

は金属類が約 20.2t、非金属類が約 19.5t である。 
 
 

12．許可申請等 
 

 ウラン濃縮研究棟の廃止措置作業の実施にあたり核燃料物質使用変更許可申請を平成 30
年 10 月 25 日に行った（平成 30 年 12 月 14 日許可）。本変更申請においては、申請書より

ウラン濃縮研究棟に関する記載を全て削除する変更を実施した。また、この際、廃止措置の

概要を示した参考資料を提出している。 
本変更申請に伴い、原子力安全協定第 16 条第 4 号に基づく報告を平成 30 年 10 月 25 日

に実施した。原子力安全協定に基づく報告は、この他に廃止措置の完了に伴う同条第 8 号

に基づく報告を令和 2 年 4 月 10 日に行った。 
また、廃止措置作業に伴い火災検知器の機能が停止する排風機室（121 号室）及び 122 号

室については、廃止措置後に使用予定がないことから、消防用設備等の免除を受けるため、

通電停止及び扉の閉鎖等の措置を講じた上で消防法施行令第 32条に規定する基準の特例適

用の申請を行った。本申請は解体撤去の進捗に応じて実施し、122 号室に関する申請を令和
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元年 6 月 20 日に実施し、排風機室（121 号室）に関する申請を令和 2 年 2 月 19 日に実施

した。 
表 12.1 にウラン濃縮研究棟の廃止措置に伴い実施した各種申請等を示す。 

 
 

13．まとめ 
 
 ウラン濃縮研究棟は、平成 30 年度に核燃料物質使用変更許可を行い、令和元年度に廃止

措置作業に着手した。本作業においては、作業開始後に解体範囲を追加する計画変更が生じ

たため当初予定より工期を 1 月延長したが、安全に配慮して作業を遂行し、施設中長期計

画どおり令和元年度内に管理区域の解除を無災害で達成することができた。 
廃止措置作業に要した作業日数は 226 日、人工数は 3,087 人日であった。また、本作業

において発生した放射性廃棄物は、可燃性廃棄物が約 1.7t、不燃性廃棄物が約 69.5t であ

る。一般廃棄物については、金属類が約 20.2t、非金属が約 19.5t であった。 
廃止措置後のウラン濃縮研究棟の建家は、一般施設として有効利用する。 
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表 3.1 ウラン濃縮研究棟の廃止措置計画 

施設 項目 H28 
年度 

H29 
年度 

H30 
年度 

R1 
年度 

ウラン濃縮研究棟 運転維持     
廃止措置  

 
 
 
 

     

 
 

管理区域解除 

設備解体、除染 

▼変更許可申請 

準備 
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表 11.1 放射性廃棄物の発生量 
 廃棄物の種類 数量 重量(t) 備考 

可
燃
物 

200L ドラム缶 59 本 1.7 
収納梱包物： 

550 個 

不
燃
物 

200L ドラム缶 149 本 16.1  

1m3容器 50 基 53.4  

フ
ィ
ル
タ 

HEPA フィルタ 12 枚 0.13  

プレフィルタ 17 枚 0.03  

大
型
廃
棄
物 

保管庫 1 1 基 1.5  

保管庫 2 1 基 0.5  

第 1 系統用排気フィルタ 
ユニット 1 式 0.8  

第 2 系統用排気フィルタ 
ユニット 1 式 0.5  

 
 
 

表 12.1 ウラン濃縮研究棟の廃止措置に係る各種申請等 
申請等 申請等年月日 許可等の年月日 

核燃料物質使用変更許可申請 平成 30 年 10 月 25 日 平成 30 年 12 月 14 日 
原子力施設の変更に関する報告 
（原子力安全協定第 16条第 4号の報告） 

平成 30 年 10 月 25 日 － 

消防用設備等の基準の特例適用申請書 令和元年 6 月 20 日 令和元年 7 月 19 日 
消防用設備等の基準の特例適用申請書 令和 2 年 2 月 19 日 令和 2 年 3 月 10 日 
原子力施設の廃止に関する報告 
（原子力安全協定第 16条第 8号の報告） 

令和 2 年 4 月 10 日 － 
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図 2.1 ウラン濃縮研究棟外観写真 
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図 2.4 ウラン濃縮研究棟大実験室内写真  

117 号室屋上 
（管理区域） 

114 号室屋上 
（非管理区域） 
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図 2.5 フード外形図、外観写真 
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図 2.6 保管庫の配置図及び外形図 

 

117 号室 
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図 2.7 廃液貯槽建家及び廃液貯槽外形図 
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排気第 1 系統 

 

 

排気第 2 系統 

 

 

 

図 2.9 排気ダクト平面図 
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図 6.1 管理区域区画解体用グリーンハウスの変更 

 

（部屋間に設置され

ていた梁鋼材） 

【当初予定】 
117 号室と 114 号室を分離し、管理区域のみを 
覆うグリーンハウスを設置。 

【変更後】 
管理区域と 114 号室を覆うグリーンハウスを設置。 

 

117 号室 

（管理区域） 
 

グリーンハウス 

（天井鋼板の 
取外し）  

117 号室 

（管理区域） 
 

グリーンハウス 

114 号室 

（非管理区域） 
114 号室 

（非管理区域） 
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付録 1 事前汚染調査記録 
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117号室

115号室

116号室の測定ポイント

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

18

17

1‐1 1‐2

2‐1 2‐2

3‐2

4‐2

3‐1

4‐1

6‐1 5‐1

5‐2

7‐1

7‐2

8‐1

8‐2 6‐2

12‐1 12‐2

11‐1 11‐2

10‐2

9‐2

10‐1

9‐1

15‐1 16‐1

16‐2

14‐1

14‐2

13‐1

13‐2 15‐2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

18

17

20

19

21

◯：床面

□：壁面

△：天井

※直接法にて汚染は検出されなかったため、それぞれ区画中央にてスミア試料を採取。

ハッチ
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表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所

測  定  日

表面密度

( Bq/cm2 )

１

２ 検出下限値以下 －

３ 検出下限値以下 －

４ 検出下限値以下 －

５ 検出下限値以下 －

６ 検出下限値以下 －

７ 検出下限値以下 －

８ 検出下限値以下 －

９ 検出下限値以下 －

１０ 検出下限値以下 －

１１ 検出下限値以下 －

１２ 検出下限値以下 －

１３ 検出下限値以下

１４ 検出下限値以下 －

１５ 検出下限値以下 －

１６ 検出下限値以下 －

１７ 検出下限値以下

１８ 検出下限値以下

2

3

4

10

13

18

17

1

8

12

14

16

15

5

6

7

116号室（床面）

11

－

9

平成26年2月25,26日

β（γ）（直接） β（γ）（間接）
試料
番号

α（間接）

( Bq/cm2 )

検出下限値以下

検出下限値以下

表面密度 表面密度

( Bq/cm2 )

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

備    考

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下

検出下限値以下
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表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所

測  定  日

表面密度

( Bq/cm2 )

１

２ －

３ －

４ －

５ －

６ －

７ －

８ －

９ －

１０ －

１１ －

１２ －

１３ －

１４ －

１５ －

１６ －

１７ －

１８ －

１９ －

２０ －

２１ －

２２ －

２３ －

２４ －

２５ －

２６ －

２７ －

２８ －

２９ －

３０ －

３１ －

３２ －検出下限値以下 検出下限値以下 16-2

検出下限値以下 検出下限値以下 15-2

検出下限値以下 検出下限値以下 16-1

検出下限値以下 検出下限値以下 14-2

検出下限値以下 検出下限値以下 15-1

検出下限値以下 検出下限値以下 13-2

検出下限値以下 検出下限値以下 14-1

検出下限値以下 検出下限値以下 12-2

検出下限値以下 検出下限値以下 13-1

検出下限値以下 検出下限値以下 11-2

検出下限値以下 検出下限値以下 12-1

検出下限値以下 検出下限値以下 10-2

検出下限値以下 検出下限値以下 11-1

検出下限値以下 検出下限値以下 9-2

検出下限値以下 検出下限値以下 10-1

検出下限値以下 検出下限値以下 8-2

検出下限値以下 検出下限値以下 9-1

検出下限値以下 検出下限値以下 7-2

検出下限値以下 検出下限値以下 8-1

検出下限値以下 検出下限値以下 6-2

検出下限値以下 検出下限値以下 7-1

検出下限値以下 検出下限値以下 5-2

検出下限値以下 検出下限値以下 6-1

検出下限値以下 検出下限値以下 4-2

検出下限値以下 検出下限値以下 5-1

検出下限値以下 検出下限値以下 3-2

検出下限値以下 検出下限値以下 4-1

検出下限値以下 検出下限値以下 2-2

検出下限値以下 検出下限値以下 3-1

検出下限値以下 検出下限値以下 1-2

検出下限値以下 検出下限値以下 2-1

備    考表面密度 表面密度

( Bq/cm2 ) ( Bq/cm2 )

検出下限値以下 検出下限値以下 － 1-1

116号室（壁面）

平成26年2月24日

試料
番号

β（γ）（直接） β（γ）（間接） α（間接）
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表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所

測  定  日

表面密度

( Bq/cm2 )

１ 検出下限値以下

２ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

３ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

４ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

５ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

６ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

７ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

８ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

９ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１０ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１１ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１２ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１３ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１４ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１５ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１６ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１７ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１８ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１９ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

２０ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

２１ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

17

18

19

20

21

11

12

13

14

15

16

5

6

7

8

9

10

検出下限値以下 － 1

2

3

4

試料
番号

β（γ）（直接） β（γ）（間接） α（間接）
備    考表面密度 表面密度

( Bq/cm2 ) ( Bq/cm2 )

116号室（天井面）

平成26年2月24日
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表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所

測  定  日

表面密度

( Bq/cm2 )

１ 検出下限値以下

２ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

３ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

４ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

５ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

６ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

７ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

８ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

９ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１０ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１１ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１２ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１３ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１４ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１５ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１６ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１７ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１８ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

１９ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

２０ 検出下限値以下 検出下限値以下 －

２１ 検出下限値以下 検出下限値以下 － 配管表面

分電盤C表面

分電盤C内部

ページング

電話機

局所排気装置

チェーンブロック

給気ダクト表面

配水管表面

排気ダクト表面

倉庫表面

分電盤B表面

分電盤B内部

排気ダクト表面

配水管表面

分電盤A表面

分電盤A内部

フード表面

給気口

( Bq/cm2 ) ( Bq/cm2 )

検出下限値以下 － ダストサンプラー

配水管表面

116号室（既存物品）

平成26年2月25日

試料
番号

β（γ）（直接） β（γ）（間接） α（間接）
備    考表面密度 表面密度
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116号室

117号室の測定ポイント

※直接法にて汚染の検出されなかった箇所に

おいては、それぞれ区画中央にて

スミア試料を採取。

1‐1

2‐1

3‐1

4‐1

1‐2

2‐2

3‐2

4‐2

1‐3

2‐3

3‐3

4‐3

15‐3

14‐3

13‐3

15‐2

14‐2

13‐2

12‐2

15‐1

14‐1

13‐1

12‐1 12‐3

5‐1

5‐2

5‐3

6‐1

6‐2

6‐3

7‐1

7‐2

7‐3

8‐1

8‐2

8‐3

9‐1

9‐2

9‐3

10‐1

10‐2

10‐3

11‐1

11‐2

11‐3

22‐3

22‐2

22‐1

21‐3

21‐2

21‐1

20‐3

20‐2

20‐1

19‐3

19‐2

19‐1

18‐3

18‐2

18‐1

17‐3

17‐2

17‐1

16‐3

16‐2

16‐1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

1‐1

1‐2

2‐1

3

4

5

6

7

8

9‐1

10‐2

10‐3

10‐1

11

12

13

14‐1

14‐2

15

16

17

18

19‐1

20

21

22

23‐1

23‐2

24

25‐1

25‐2
25‐3

26‐1

26‐2

26‐4

26‐3

26‐5

28‐1

27‐1

27‐2 27‐3
27‐4

27‐5
27‐627‐7

27‐8 27‐9

27‐10

26‐6
26‐7

26‐8

◯：床面

□：壁面

△：天井
：汚染検出箇所
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116号室

117号室（天井ハッチ）の採取ポイント

※天井ハッチのすきまを直接法・間接法にて測定。

◯1

◯2

◯3

◯4

◯5

◯6

◯7

◯8

◯9

◯10 ◯11
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表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所

測  定  日

表面密度

( Bq/cm2 )

１

２ 検出限界値以下

３ －

４ －

５ －

６ －

７ －

８ －

９ －

１０ 5.4E-02

１１ －

１２ －

１３ －

１４ －

１５ －

１６ －

１７ 検出限界値以下

１８ 検出限界値以下

１９ －

２０ －

２１ －

２２ －

２３ －

２４ －

２５ －

２６ －

２７ 検出限界値以下

２８ －

２９ －

３０ －

３１ 検出限界値以下

３２ －

３３ －

３４ 検出限界値以下

備    考

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

7.4E-02

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

7.4E-02

7.9E+00

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

1.9E+00

2.1E+00

表面密度 表面密度

( Bq/cm2 )

検出限界値以下

平成26年2月18,26日

β（γ）（直接） β（γ）（間接）
試料
番号

α（間接）

( Bq/cm2 )

24

23-2

117号室（床面）

20

10-1

－

18

16

8

4

1-1

7

10-2

11

13

12

5

6

15

1-2

2-1

3

9-1

10-3

14-2

14-1

17

21

25-2

25-3

26-1

26-2

25-1

19-1

22

23-1

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

1.3E+00

8.3E+01

2.1E+00

1.7E+00

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

4.1E+01

3.8E+00

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

8.4E-01

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

7.9E+00

2.5E+00

検出限界値以下

1.3E+00

5.9E+00

1.7E+00

1.7E+00

5.0E+00
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３５ 検出限界値以下

３６ 検出限界値以下

３７ 検出限界値以下

３８ 検出限界値以下

３９ －

４０ 検出限界値以下

４１ －

４２ 検出限界値以下

４３ 検出限界値以下

４４ 検出限界値以下

４５ 検出限界値以下

４６ 検出限界値以下

４７ －

４８ －

４９ －

５０ －

５１ －

27-5

27-6

26-3

26-4

26-5

26-6

26-7

26-8

28-1

27-1

27-2

検出限界値以下

27-7

27-8

27-9

27-3

27-4

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

検出限界値以下

27-10

1.7E+00

8.4E-01

1.2E+01

3.8E+00

8.4E-01

2.1E+00

1.2E+01

1.8E+01

5.9E+00

3.1E+01

2.1E+00

2.1E+00

7.9E+00

2.9E+00

4.1E+01

3.8E+00

5.9E+00
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表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所

測  定  日

表面密度

( Bq/cm2 )

１

２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

６ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

７ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

８ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

９ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１０ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１１ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１３ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１４ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１５ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１６ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１７ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１８ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１９ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２０ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２１ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２３ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２４ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２５ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２６ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２７ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２８ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２９ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３０ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３１ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３３ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３４ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

11-2

11-3

12-1

9-2

9-3

10-1

10-2

10-3

11-1

7-2

7-3

8-1

8-2

8-3

9-1

5-2

5-3

6-1

6-2

6-3

7-1

3-2

3-3

4-1

4-2

4-3

5-1

1-2

1-3

2-1

2-2

2-3

3-1

備    考表面密度 表面密度

( Bq/cm2 ) ( Bq/cm2 )

検出限界値以下 検出限界値以下 － 1-1

117号室（壁面）

平成26年2月19日

試料
番号

β（γ）（直接） β（γ）（間接） α（間接）
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３５ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３６ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３７ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３８ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３９ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４０ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４１ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４３ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４４ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４５ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４６ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４７ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４８ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４９ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５０ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５１ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５３ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５４ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５５ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５６ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５７ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５８ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５９ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

６０ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

６１ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

６２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

６３ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

６４ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

６５ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

６６ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

21-2

21-3

22-1

22-2

22-3

19-2

19-3

20-1

20-2

20-3

21-1

17-2

17-3

18-1

18-2

18-3

19-1

15-2

15-3

16-1

16-2

16-3

17-1

13-2

13-3

14-1

14-2

14-3

15-1

12-2

12-3

13-1
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表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所

測  定  日

表面密度

( Bq/cm2 )

１

２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

６ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

７ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

８ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

９ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１０ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１１ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１３ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１４ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１５ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１６ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１７ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１８ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１９ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２０ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２１ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２３ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２４ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２５ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２６ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２７ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

２８ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

25

26

27

28

19

20

21

22

23

24

13

14

15

16

17

18

7

8

9

10

11

12

1

2

3

4

5

6

表面密度 表面密度

( Bq/cm2 ) ( Bq/cm2 )

検出限界値以下 検出限界値以下 －

117号室（天井面）

平成26年2月20日

試料
番号

β（γ）（直接） β（γ）（間接） α（間接）
備    考
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表面密度

( Bq/cm2 )

１

２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

６ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

７ 検出限界値以下 検出限界値以下 検出限界値以下

８ 検出限界値以下 検出限界値以下 検出限界値以下

９ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１０ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

１１ 検出限界値以下 検出限界値以下 検出限界値以下

試料
番号

表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所 117号室（ハッチ上）

測  定  日 平成26年2月26日

10

11

4

5

6

7

8

9

検出限界値以下 検出限界値以下 － 1

2

3

β（γ）（直接） β（γ）（間接） α（間接）
備    考表面密度 表面密度

( Bq/cm2 ) ( Bq/cm2 )
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表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所

測  定  日

表面密度

( Bq/cm2 )

１

２ －

３ －

４ －

５ －

６ －

７ －

８ －

９ －

１０ －

１１ －

１２ －

１３ －

１４ －

１５ －

１６ －

１７ －

１８ －

１９ －

２０ －

２１ －

２２ －

２３ －

２４ －

２５ －

２６ －

２７ －

２８ －

117号室（既存物品）

平成26年2月20日

試料
番号

β（γ）（直接） β（γ）（間接） α（間接）
備    考表面密度 表面密度

( Bq/cm2 ) ( Bq/cm2 )

検出限界値以下 検出限界値以下 － 分電盤A表面

検出限界値以下 検出限界値以下 分電盤B表面

検出限界値以下 検出限界値以下 分電盤B内部

検出限界値以下 検出限界値以下 分電盤B内部

検出限界値以下 検出限界値以下 分電盤C表面

検出限界値以下 検出限界値以下 分電盤C内部

検出限界値以下 検出限界値以下 手洗い内面

1.3E+00 2.5E-02 ケーブル、ケーブルラック

1.7E+00 検出限界値以下 チェーンブロックアングル

検出限界値以下 検出限界値以下 ダストサンプラー

検出限界値以下 検出限界値以下 排気ダクト表面

検出限界値以下 検出限界値以下 ケーブル切断部

検出限界値以下 検出限界値以下 ケーブル

検出限界値以下 検出限界値以下 給気口

検出限界値以下 検出限界値以下 給気ダクト表面

6.3E-01 検出限界値以下 壁孔内部

8.4E-01 検出限界値以下 排気口

検出限界値以下 検出限界値以下 照明灯（壁面）

検出限界値以下 検出限界値以下 ケーブルラック架台

検出限界値以下 検出限界値以下 照明灯（天井面）

検出限界値以下 検出限界値以下 －

検出限界値以下 検出限界値以下 ケーブル、ケーブルラック

検出限界値以下 検出限界値以下 ドアチェッカー

検出限界値以下 検出限界値以下 温度センサー

検出限界値以下 検出限界値以下 －

－ 検出限界値以下 電話機

8.4E-01 8.2E-03 ケーブル

検出限界値以下 検出限界値以下 銅配管切断部
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117号室 116号室

118号室の測定ポイント

2‐1‐1

※直接法にて汚染の検出されなかった箇所において

は、それぞれ区画の中央にてスミア試料を採取。

2‐2

2

1

◯：床面

□：壁面

△：天井
：汚染検出箇所

1‐1

1‐2

1‐6

1‐9

1‐7
1‐8

1‐11

1‐10

1‐31‐4
1‐5

2‐1
2‐2
2‐32‐4

2‐52‐6

2‐7
2‐8

5‐1

5‐2

3‐1‐4

3‐1‐3

3‐1‐2
3‐1‐1
4‐1‐2

4‐1‐1

4‐1‐3

4‐1‐4

3‐2

4‐2

1‐2

1‐1‐1

1‐1‐2

6‐1‐1

6‐2
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表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所

測  定  日

表面密度

( Bq/cm2 )

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

1.7E+00 3.3E-02 2.0E-02

7.9E+00 1.6E-02 1.9E-02

8.4E-01 1.6E-02 －

2.1E+01 2.5E-02 2.3E-02

7.9E+00 4.9E-02 3.1E-02

1.2E+01 2.4E-01 1.0E-01

5.0E+01 7.4E-02 6.8E-02

2.1E+01 3.6E-01 1.7E-01

5.9E+00 2.5E-02 2.6E-02

5.0E+01 2.8E-01 9.3E-02

2.1E+01 3.6E-01 1.3E-01

3.3E+01 8.2E-03 検出限界値以下

1.6E+01 8.2E-03 検出限界値以下

8.4E-01 8.2E-03 －

2.1E+00 8.2E-03 －

3.8E+00 8.2E-03 検出限界値以下

6.3E-01 8.2E-03 －

1.7E+00 8.2E-03 －

1.3E+00

表面密度 表面密度

( Bq/cm2 )

8.2E-03

備    考

1-1

平成26年2月21,26日

β（γ）（直接） β（γ）（間接）
試料
番号

α（間接）

( Bq/cm2 )

118号室（床面）

1-11

－

1-9

1-5

1-6

1-7

2-5

2-4

2-8

1-2

1-3

1-4

1-10

2-2

2-7

2-6

1-8

2-1

2-3
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表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所

測  定  日

表面密度

( Bq/cm2 )

１

２ 検出限界値以下 －

３ 検出限界値以下 －

４ 検出限界値以下 －

５ 検出限界値以下 －

６ 検出限界値以下 －

７ 検出限界値以下 －

８ 検出限界値以下 －

９ 検出限界値以下 －

１０ 検出限界値以下 －

１１ 検出限界値以下 －

１２ 検出限界値以下 －

１３ 検出限界値以下 －

１４ 検出限界値以下 －

１５ 検出限界値以下 －

１６ 検出限界値以下 －

１７ 検出限界値以下 －

１８ 検出限界値以下 －

118号室（壁面）

平成26年2月21,26日

試料
番号

β（γ）（直接） β（γ）（間接） α（間接）
備    考表面密度 表面密度

( Bq/cm2 ) ( Bq/cm2 )

5.9E+00 検出限界値以下 － 1-1-1

2.1E+00 1-1-2

検出限界値以下 1-2

2.5E+01 2-1-1

検出限界値以下 2-2

1.6E+01 3-1-1

1.6E+01 3-1-2

2.1E+01 3-1-3

1.3E+00 3-1-4

検出限界値以下 3-2

8.4E-01 4-1-1

5.9E+00 4-1-2

2.9E+00 4-1-3

1.3E+00 4-1-4

検出限界値以下 5-1

検出限界値以下 5-2

8.4E-01 6-1-1

検出限界値以下 6-2
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表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所

測  定  日

表面密度

( Bq/cm2 )

１

２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

118号室（天井面）

平成26年2月21日

試料
番号

β（γ）（直接） β（γ）（間接） α（間接）
備    考表面密度 表面密度

( Bq/cm2 ) ( Bq/cm2 )

検出限界値以下 検出限界値以下 － 1

2
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表 面 密 度 検 査 結 果

測 定 場 所

測  定  日

表面密度

( Bq/cm2 )

１

２ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

３ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

４ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

５ 検出限界値以下 検出限界値以下 －

118号室（既存物品）

平成26年2月21日

試料
番号

β（γ）（直接） β（γ）（間接） α（間接）
備    考表面密度 表面密度

( Bq/cm2 ) ( Bq/cm2 )

検出限界値以下 検出限界値以下 － ダストサンプラー

排気口

排気ダクト表面

排気ダクト表面

鉛ブロック
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1

5

115号室

測定区画図（1/2）

8 9 10 11 12 133

2 7

14

西壁 床面

9 7 5

3 410 8 6 4 2 1

71 7267

西壁 床面

116号室

6

73

63 64

33 25 17 9 1 65 66

57 58 59 60 61

68 69 70

6234 26 18 10 2 56

50 51 52 53 54 55

45 46

35 27 19 11 3 47 48 49

39 40 41 42 43 4436 28 20 12 4 38

33 34 35 36 37
37

27 28

29 21 13 5 29 30 31 32

21 22 23 24 25 2638 30 22 14 6 20

6 7 8 9

39 31 23 15 7 11

40
1032 24 16 8 1 2 3 4

1 2 3 4 5 6

36 37 38

29

20 21 22 23 24 25

30 31 32 33 34 35

39 40 41 42 43 44 45 46 47

12 13 14 15 16 17

26 27

18 19

10

7 8 9

北壁

5

28

1911 12 13 14 15 16 17 18
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測定場所： 115号室

測定日：

（１／１）

西壁1 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
西壁2 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
西壁3 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
西壁4 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
西壁5 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
西壁6 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
西壁7 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
西壁8 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
西壁9 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
西壁10 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2

床1 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床2 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床3 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床4 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床5 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床6 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床7 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床8 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床9 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床10 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床11 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床12 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床13 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床14 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2

表面密度

(Bq/cm2)

表面密度（直接）
α β(γ） 線量当量率

（μSv/h）表面密度

(Bq/cm2)

測定箇所

汚染検査記録

令和2年3月5,6日

表面密度（間接）
α

表面密度

（Bq/cm２） （Bq/cm２）

β(γ）
表面密度
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測定場所： 116号室

測定日：

（１／４）

西壁1 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁2 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁3 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁4 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁5 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁6 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁7 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁8 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁9 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁10 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁11 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁12 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁13 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁14 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁15 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁16 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁17 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁18 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁19 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁20 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁21 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁22 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁23 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁24 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁25 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁26 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁27 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁28 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁29 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁30 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁31 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁32 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁33 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁34 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁35 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁36 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁37 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁38 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁39 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
西壁40 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2

北壁1 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁2 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁3 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁4 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁5 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁6 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁7 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁8 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2

表面密度 表面密度 表面密度 表面密度

（Bq/cm２） （Bq/cm２） (Bq/cm2) (Bq/cm2)

汚染検査記録

令和2年3月5日

測定箇所

表面密度（間接） 表面密度（直接）
線量当量率
（μSv/h）

α β(γ） α β(γ）
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（２／４）

北壁9 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁10 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁11 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁12 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁13 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁14 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁15 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁16 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁17 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁18 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁19 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁20 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁21 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁22 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁23 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁24 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁25 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁26 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁27 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁28 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁29 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁30 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁31 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁32 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁33 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁34 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁35 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁36 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁37 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁38 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁39 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁40 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁41 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁42 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁43 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁44 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁45 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁46 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
北壁47 < 0.031 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2

床1 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床2 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床3 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床4 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床5 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床6 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床7 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床8 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床9 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床10 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床11 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床12 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床13 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2

表面密度 表面密度

（Bq/cm２） （Bq/cm２） (Bq/cm2) (Bq/cm2)

測定箇所

表面密度（間接） 表面密度（直接）
線量当量率
（μSv/h）

α β(γ） α β(γ）
表面密度 表面密度
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（３／４）

床14 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床15 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床16 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床17 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床18 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床19 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床20 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床21 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床22 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床23 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床24 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床25 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床26 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床27 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床28 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床29 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床30 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床31 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床32 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床33 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床34 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床35 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床36 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床37 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床38 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床39 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床40 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床41 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床42 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床43 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床44 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床45 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床46 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床47 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床48 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床49 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床50 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床51 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床52 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床53 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床54 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床55 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床56 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床57 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床58 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床59 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床60 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床61 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床62 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床63 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床64 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床65 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床66 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2

表面密度 表面密度

（Bq/cm２） （Bq/cm２） (Bq/cm2) (Bq/cm2)

測定箇所

表面密度（間接） 表面密度（直接）
線量当量率
（μSv/h）

α β(γ） α β(γ）
表面密度 表面密度
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（４／４）

床67 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床68 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床69 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床70 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床71 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床72 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2
床73 < 0.039 < 0.14 < 0.022 < 0.17 0.2

表面密度 表面密度

（Bq/cm２） （Bq/cm２） (Bq/cm2) (Bq/cm2)

測定箇所

表面密度（間接） 表面密度（直接）
線量当量率
（μSv/h）

α β(γ） α β(γ）
表面密度 表面密度
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測定場所： 117号室

測定日：

（１／２）

床1 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床2 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床3 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床4 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床5 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床6 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床7 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床8 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床9 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床10 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床11 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床12 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床13 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床14 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床15 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床16 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床17 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床18 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床19 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床20 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床21 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床22 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床23 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床24 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床25 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床26 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床27 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床28 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床29 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床30 < 0.032 < 0.14 < 0.023 < 0.17 0.2
床31 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床32 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床33 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床34 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床35 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床36 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床37 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床38 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床39 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床40 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床41 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床42 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床43 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床44 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床45 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床46 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床47 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床48 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床49 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2

表面密度 表面密度 表面密度 表面密度

（Bq/cm２） （Bq/cm２） (Bq/cm2) (Bq/cm2)

汚染検査記録

令和2年3月5,6日

測定箇所

表面密度（間接） 表面密度（直接）
線量当量率
（μSv/h）

α β(γ） α β(γ）
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（２／２）

床50 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床51 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床52 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床53 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床54 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床55 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床56 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床57 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床58 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床59 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床60 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床61 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床62 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床63 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床64 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床65 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床66 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床67 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床68 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床69 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床70 < 0.032 < 0.14 < 0.024 < 0.17 0.2
床71 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床72 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床73 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床74 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床75 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床76 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床77 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床78 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床79 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床80 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床81 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床82 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床83 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床84 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床85 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床86 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床87 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床88 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床89 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床90 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床91 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床92 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床93 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床94 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床95 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床96 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床97 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2
床98 < 0.032 < 0.14 < 0.022 < 0.18 0.2

表面密度 表面密度

（Bq/cm２） （Bq/cm２） (Bq/cm2) (Bq/cm2)

測定箇所

表面密度（間接） 表面密度（直接）
線量当量率
（μSv/h）

α β(γ） α β(γ）
表面密度 表面密度
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測定場所： 118号室

測定日：

（１／１）

床1 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2
床2 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2
床3 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2
床4 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2
床5 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2
床6 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2
床7 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2
床8 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2
床9 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2
床10 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2
床11 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2
床12 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2
床13 < 0.038 < 0.16 < 0.022 < 0.17 0.2

表面密度 表面密度 表面密度 表面密度

（Bq/cm２） （Bq/cm２） (Bq/cm2) (Bq/cm2)

汚染検査記録

令和2年3月6日

測定箇所

表面密度（間接） 表面密度（直接）
線量当量率
（μSv/h）

α β(γ） α β(γ）
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付録 3 記録写真 
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解体前 グリーンハウス設置 

  
排気ダクト分離 フード本体解体 1 

  
フード本体解体 2 フード本体解体 3 

  
フード本体解体 4 撤去後 

写真 1 フード解体状況
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グリーンハウス設置 1（117,118 号室付近） グリーンハウス設置 2（117,118 号室付近） 

  
グリーンハウス設置 3（117,118 号室付近） グリーンハウス設置 4（115,116 号室付近） 

  
115～118 号室グリーンハウス外観 115～118 号室グリーンハウス入口付近 

  
114 号室グリーンハウス 1 114 号室グリーンハウス 2 

写真 2 管理区域区画解体用グリーンハウス
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床材剥離 1 床材剥離 2 

  
床材剥離 3 剥離後養生 

  
はつり作業グリーンハウス設置 はつり作業工具 

  
はつり作業 

（グリーンハウス内に小型の養生を設置） 
はつり後床面 

写真 3 管理区域内床材剥離及びはつり作業 
 

JAEA-Technology 2020-011

- 65 -



JAEA-Technology 2020-011 

- 66 - 

 

  
管理区域内壁材解体 1 管理区域内壁材解体 2 

  
管理区域区画壁材解体 1 管理区域区画壁材解体 2 

  
解体用ローリングタワー設置 管理区域区画梁・支柱解体 1 

  
管理区域区画梁・支柱解体 2 管理区域区画撤去後 

写真 4 管理区域区画の解体撤去 
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地下ピット内 配管切断 1 

  
配管切断 2 埋設箇所掘削 

  
引込配管ウレタン充填 廃液貯槽建家へ配管引込（経路途中） 

  
配管引込前 配管引込後 

写真 5 地下ピット内排水配管の解体撤去 
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廃液貯槽建家内（撤去前） 建家内配管解体 

  
廃液貯槽天面コンクリート撤去 1 廃液貯槽天面コンクリート撤去 2 

  
廃液貯槽解体 1 廃液貯槽解体 2 

  
廃液貯槽排気管撤去 廃液貯槽建家内（撤去後） 

写真 6 廃液貯槽建家内の解体撤去 
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排気フィルタ（撤去前） 排気フィルタ解体 1 

  
排気フィルタ解体 2 排気フィルタ撤去 

  
排風機室内（排気フィルタ撤去後） 排気ダクト解体撤去 1 

  
排気ダクト解体撤去 2 排気ダクト解体撤去 3 

写真 7 排気フィルタ、排気ダクトの解体撤去 
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汚染検査（115 号室） 汚染検査（116 号室） 

  

汚染検査（117 号室） 汚染検査（118 号室） 

  
廃止措置完了後大実験室内（114 号室付近） 廃止措置完了後大実験室内（117 号室付近） 

  
廃止措置完了後大実験室内（全体 1） 廃止措置完了後大実験室内（全体 2） 

写真 8 管理区域解除のための汚染検査、廃止措置完了後の状況 
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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乗数 名称 名称記号 記号乗数



国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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